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‾シムニと二心オ-

厘
生
年
金
基
金
に
加
人
し
て

い
貢
案
の
経
営
者
ぱ
、
迎
帯

保
証
し
て
い
る
年
金
負
價
金
額

を
確
認
し
、
力
を
合
わ
せ
て
解

収
に
向
け
Ｒ
Ｅ
起
こ
宮
」

と
を
願
う
。
多
く
の
年
介
試
金

は
巨
額
價
務
を
泡
え
、
そ
の
順

は
年
々
巨
大
化
し
て
い
る
。
だ

が
基
金
の
負
債
は
聊
外
伏
務
で

あ
る
た
め
、
夥
何
古
の
多
く
は

迎
帯
保
征
し
て
い
る
扇
火
に
す

ら
気
づ
い
て
い
な
い
。

Ａ
Ｉ
Ｊ
事
件
契
機
に

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
も
Ａ

Ｉ
Ｊ
股
宮
闘
問
の
扇
昨
が
心
き

る
ま
で
、
加
入
し
て
い
る
「
全

国
光
学
工
業
庫
生
年
傘
示
金
」

に
巨
額
負
債
か
あ
る
こ
と
も
、

連
帯
保
証
の
事
秀
に
も
気
づ
か

な
か
っ
た
。
Ａ
Ｉ
Ｊ
に
よ
る
２
８

億
円
の
損
失
通
知
と
神
戸
の
タ

ク
シ
ー
会
社
の
手
泣
連
男
問
産

の
報
道
で
、
当
基
金
と
自
社
が

切
っ
て
も
田
汽
な
い
凹
泳
に
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
当
基
金

の
財
務
内
容
を
詞
べ
た
か
、
年

金
会
肝
と
企
業
会
計
が
か
け
離

れ
て
い
て
理
川
で
き
な
い
。
そ

こ
で
年
企
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

Ｈ
Ｒ
Ｓ
し
た
が
、
そ
の
結

果
は
｀
？
べ
き
内
容
だ
っ
た
。

Ａ
Ｉ
Ｊ
に
よ
る
唄
失
は
水
山

の
一
角
で
、
１
４
５
噫
円
も
の

巨
額
負
債
を
抱
え
年
金
鴨
忖
も

メトロール社畏

松橋卓司

加
入
中
小
は
負
債
の
把
握
急
げ

投
機
も
国
か
ら
の
借
金
。
当
社

の
場
曾
、
２
３
年
悶
喜
弘
っ
た
積

立
金
は
ゼ
ロ
。
ト
ｉ
２
４
７
５

万
円
の
追
徴
傘
ｔ
払
り
ｇ
ぱ
任

意
脱
退
を
許
さ
な
い
仕
税
み
に

な
っ
て
い
た
。
仮
に
基
金
か
解

敗
で
き
て
も
社
貝
一
人
当
た
り

７
５
万
円
、
４
１
７
７
万
円
を
国

に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
こ
れ
だ
吐
買
産
を
毀

損
さ
せ
た
帛
務
刈
事
は
三
菱
Ｕ
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厚

生

年

金

基

金

問

題

Ｆ
Ｊ
価
託
飢
行
の
検
証
の
下
、

今
後
１
０
年
間
ｄ
・
２
％
と
５
・
２

％
の
嵩
利
回
り
を
町
提
と
し
た

円
匙
計
叫
を
柘
の
よ
や
と
し
て

い
た
。
直
近
５
年
間
の
利
回
り

は
む
４
・
７
％
で
あ
り
、
基
金

継
続
あ
り
き
の
計
川
に
、
な
ん

ら
実
丹
仕
を
兇
い
だ
せ
な
い
。

連
鎖
倒
産
の
危
機

私
は
『
全
国
光
孚
工
業
墨
里

年
金
八
企
の
巨
制
炒
外
價
玲
が

ら
会
礼
を
守
る
会
』
聚
ｙ
？
尤

ま つ は し ・ た く
じ８０１１（｜旧５５）
日 大 勝 卒 、 同 年 日
凋食品人社。９８年
メ ト ロ ール 入 社 、
０５年専務、０９年社
畏。東ｉ；消Ｓ出身、
５４歳。

け
、
全
加
入
企
業
の
代
表
に
資

料
を
送
り
、
匍
社
に
再
建
肝
両

の
ず
さ
ん
さ
を
綴
明
し
た
。
そ

し
て
６
８
０
０
人
の
積
立
金
の

監
視
保
全
を
求
め
て
、
基
金
事

務
局
に
Ａ
Ｉ
Ｊ
に
よ
る
損
失
の

！
辻
岡
叩
化
と
財
政
再
建
叶
画

の
妥
当
性
を
悶
２
責
問
状
を
送

っ
た
。
７
月
５
日
に
公
凹
貫
問

ふ
ぷ
叩
か
れ
る
。
解
散
は
企
業

負
川
が
小
さ
い
が
、
加
入
企
業

の
ｄ
分
の
３
の
同
意
が
必
卯
な

た
め
、
火
呪
で
き
る
か
ど
う
か

定
か
で
は
な
い
。

こ
の
２
０
年
間
で
東
京
の
中
小

糾
起
業
は
半
分
以
下
に
激
減
し

た
。
ー
丙
残
っ
た
会
社
は
バ
ブ

ル
吋
代
に
浮
利
を
逗
わ
ず
木
業

に
力
を
注
ぎ
、
地
澄
に
汪
金
を

碑
み
立
て
て
宍
瓦
。
そ
ん
な
中

小
布
聚
が
連
帯
保
証
の
事
火
さ

え
も
知
ら
さ
れ
ず
に
、
基
金
の

恒
硯
の
失
敗
で
連
鎖
例
産
の
厄

機
に
登
り
さ
れ
て
い
る
。
年
企

債
務
の
恐
ろ
し
さ
は
基
金
が
殴

綻
す
名
最
後
の
日
ま
で
借
金
の

鯛
求
丹
は
川
か
ず
、
・
什
愈
島
済

奎
元
送
り
し
、
運
営
！
隻
雁

も
負
わ
な
い
点
に
冷
る
。
木
来
、

草
笛
が
黒
字
の
時
に
こ
そ
酵
敏

を
肘
摂
し
な
け
れ
は
な
ら
な
か

っ
た
。
ど
う
か
経
営
者
は
征
意

眠
尨
の
金
額
を
基
金
事
窃
局
に

尋
ね
て
ほ
し
い
。
恐
ら
く
額
の

大
き
さ
に
驚
く
は
ず
だ
。
厚
生

年
余
紙
企
の
負
債
を
自
社
の
年

兪
晦
外
佃
務
と
昭
瞰
す
包
こ
と

が
、
解
決
の
第
一
歩
に
な
る
。

（
東
京
都
立
川
市
高
松
町
̶

の
１
０
０
）


